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12
月
19
日
（
パ

イ
ロ
ッ
ト
）
・
21

日
（
客
室
乗
務
員
）

に
両
裁
判
が
結
審

し
、
判
決
日
が
決

ま
り
ま
し
た
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
裁

判
は
３
月
29
日
午

後
２
時
30
分
、
客

室
乗
務
員
の
裁
判

は
30
日
午
後
３
時

に
判
決
が
言
い
渡

さ
れ
ま
す
。
両
裁

判
と
も
東
京
地
裁

１
０
３
号
法
廷
で

す
。被

告
日
本
航
空

は
結
審
直
前
に
な
っ

て
急
遽
４
人
の
学

者
の
意
見
書
を
提

出
し
主
張
を
変
更

し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
整

理
解
雇
法
理
に
則
っ

て
お
互
い
に
主
張
・
立
証
を

尽
く
し
て
き
ま
し
た
が
、
最

終
局
面
に
お
い
て
本
件
解
雇

に
整
理
解
雇
法
理
を
適
用
す

る
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
し

て
き
た
の
で
す
。
原
告
側
は
、

結
審
直
前
に
こ
れ
ま
で
主
張

し
た
こ
と
の
な
い
新
た
な
主

張
を
展
開
す
る
こ
と
は
信
義

に
反
す
る
と
し
て
、
裁
判
所

に
意
見
書
を
証
拠
と
し
て
採

用
を
し
な
い
よ
う
に
主
張
し
、

裁
判
所
は
、
不
採
用
を
決
定

し
ま
し
た
。

各
口
頭
弁
論
で
は
、
原
告

か
ら
意
見
陳
述
を
行
い
ま
し

た
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
裁
判
で

は
、
航
空
自
衛
隊
出
身
の
原

昌
一
さ
ん
が
、
陳
述
し
ま
し

た
。
彼
は
、
自
衛
隊
員
の
定

年
が
53
歳
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
60
歳
の
定
年
ま
で
経
験

を
活
か
し
て
パ
イ
ロ
ッ
ト
と

し
て
操
縦
し
続
け
た
い
と
40

歳
の
時
に
日
本
エ
ア
シ

ス
テ
ム
に
入
社
し
ま
し

た
が
、
今
回
の
整
理
解

雇
で
57
歳
で
不
当
に
解

雇
さ
れ
ま
し
た
。
「
解

雇
は
生
き
る
糧
を
奪
う
こ
と

で
あ
り
、
人
間
と
し
て
尊
厳

を
打
ち
砕
く
こ
と
で
す
。
パ

イ
ロ
ッ
ト
は
私
の
天
職
で
す
。

一
日
も
早
く
職
場
に
復
帰
し

て
、
ま
た
操
縦
桿
を
握
り
た

い
」
と
淡
々
と
述
べ
た
が
故

に
、
彼
の
熱
い
思
い
は
皆
の

心
を
打
ち
ま
し
た
。

客
乗
の
裁
判
で
は
２
名
の

原
告
が
意
見
陳
述
を
行
い
ま

し
た
。
病
欠
基
準
で
解
雇
さ

れ
た
Ａ
さ
ん
は
、
不
規
則
な

仕
事
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
か
ら

病
気
に
な
り
休
職
を
し
ま
し

た
。
療
養
の
後
、
無
事
に
復

帰
し
て
１
年
５
カ
月
も
普
通

に
乗
務
し
て
い
た
に
も
拘
わ

ら
ず
、
た
っ
た
三
日
間
の
病

欠
を
取
得
し
た
為
に
、
整
理

解
雇
の
病
気
欠
勤
基
準
に
該

当
す
る
と
し
て
不
当
に
解
雇

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
何

の
問
題
も
な
く
行
わ
れ
て
い

た
病
欠
を
年
休
に
振
り
替
え

る
こ
と
も
許
さ
れ
な
か
っ
た

の
で
す
。
「
私
は
こ
れ
ま
で

解
雇
に
な
っ
た
自
分
が
悪
か
っ

た
の
か
、
病
気
で
休
ん
だ
自

分
が
悪
か
っ
た
の
か
何
度
も

自
分
を
責
め
、
苦
し
い
日
々

を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
今

回
の
解
雇
は
、
た
ま
た
ま
病

欠
を
取
っ
た
り
、
仕
事
が
原

因
の
病
気
治
療
の
た
め
に
休

職
し
た
乗
務
員
を
貢
献
度
が

な
い
と
整
理
解
雇
す
る
と
い

う
理
不
尽
な
こ
と
で
す
。
今

職
場
で
は
病
欠
を
と
る
こ
と

も
躊
躇
し
て
お
り
、
こ
れ
で

は
日
本
航
空
の
再
生
は
叶
え

ら
れ
ま
せ
ん
。
一
日
も
早
い

公
正
な
判
断
を
。
」
と
涙
を

こ
ら
え
て
の
訴
え
に
法
廷
の

多
く
の
人
々
が
涙
を
流
し
、

白
石
裁
判
長
の
目
も
真
っ
赤

に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

53
歳
以
上
と
い
う
年
齢
基

準
で
解
雇
さ
れ
た
山
田
純
江

さ
ん
は
、
33
年
間
の
乗
務
生

活
の
中
で
、
様
々
な
困
難
を

克
服
し
な
が
ら
結
婚
、
子
育

て
、
介
護
と
い
う
家
庭
生
活

と
仕
事
の
両
立
を
行
っ
て
き

た
経
験
を
述
べ
、
そ
れ
ら
の

経
験
が
お
客
様
へ
安
心
感
を

与
え
る
接
客
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
、
貴
重
な
経
験

を
持
つ
年
齢
の
高
い
乗
務
員

を
解
雇
す
る
不
合
理
性
を
訴

え
ま
し
た
。
「
何
故
ま
じ
め

に
働
い
て
き
た
労
働
者
が
、

ま
る
で
落
ち
葉
を
掃
き
出
す

か
の
よ
う
に
放
り
出
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
私

達
は
職
場
で
同
僚
や
お
客
様

か
ら
頼
り
に
さ
れ
、
誇
り
を

持
っ
て
安
全
運
航
を
支
え
て

き
た
と
い
う
自
負
が
あ
り
ま
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被
告
か
ら
主
張

変
更
の
意
見
書

元
自
衛
官
パ
イ
ロ
ッ
ト
の

意
見
陳
述

三
日
間
の
病
欠
で
解
雇

豊
富
な
経
験
者
は

会
社
の
宝
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す
。
一
日
も
早
く
職
場
に
戻
っ

て
働
き
た
い
。
」
と
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

口
頭
弁
論
前
の
宣
伝
行
動

に
も
、
裁
判
後
の
報
告
集
会

に
も
両
日
と
も
２
０
０
名
近

い
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
、

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
又

傍
聴
券
は
抽
選
の
為
、
希
望

者
全
員
に
法
廷
内
に
入
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ず
、

闘
争
を
支
え
る
京
都
の
会

事

務
局
長

駒
井
高
之
）

★
静

岡

１
月
７
日
、
静
岡
県
労
働

組
合
共
闘
会
議
（
静
岡
県
共

闘
）
お
よ
び
、
周
辺
に
結
集

す
る
団
体
・
市
民
50
名
ほ
ど

が
参
加
し
、
「
Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争

を
支
え
る
静
岡
の
会
」
が
結

成
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
①
日
本
航
空

を
不
当
解
雇
さ
れ
た
労
働
者

の
支
援
②
「
Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争
を

支
え
る
会
」
へ
の
入
会
促
進

が
目
的
で
す
。
来
静
さ
れ
た
、

柚
木
支
え
る
会
事
務
局
長
、

藤
田
客
乗
原
告
団
事
務
局
次

長
よ
り
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争
の
現

状
、
利
益
優
先
に
走
り
安
全

を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
日
本

航
空
の
体
質
の
報
告
の
あ
と
、

事
務
局
よ
り
運
営
要
綱
、
役

員
の
報
告
、
静
岡
で
の
取
組

み
な
ど
が
提
起
さ
れ
、
了
承

さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
第
２
の
国
鉄
闘

争
と
も
い
わ
れ
る
こ
の
闘
い

を
静
岡
で
も
支
援
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

な
お
役
員
は
、
代
表
・
沖

基
幸
（
国
労
静
岡
地
本
）
、

事
務
局
長
・
増
田
和
明
（
静

雇
撤
回
を
め
ざ
す
京
都
支
援

共
闘
会
議
」
の
宣
伝
行
動
に

参
加
す
る
と
と
も
に
、
「
支

え
る
京
都
の
会
」
と
し
て
の

街
宣
行
動
や
集
会
な
ど
も
行

い
、
12
月
14
日
に
は
Ｊ
Ａ
Ｌ

客
乗
原
告
団
の
鈴
木
圭
子
さ

ん
、
金
澤
壽
全
労
協
議
長
を

招
い
て
の
交
流
会
、
12
月
18

日
に
は
稲
盛
会
長
の
自
宅
に

近
い
、
近
鉄
桃
山
御
陵
前
駅

で
街
宣
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
「
支
え
る
会
」
の
入

会
者
を
増
や
し
て
い
く
と
と

も
に
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争
が
勝
利

す
る
ま
で
支
援
の
行
動
を
続

け
て
い
き
ま
す
。
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
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本
当
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

３
月
の
判
決
日
ま
で
、
署
名
を

始
め
様
々
な
取
り
組
み
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
是
非
皆
様
の
参

加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

★
京

都

「
Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争
を
支
え
る

京
都
の
会
」

は
「
不
当
解

雇
と
た
た
か

う
日
本
航
空

労
働
者
を
支

え
る
会
」
の

入
会
者
を
中

心
に
11
月
11

日
に
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

会
長
に
元
国

労
の
南
勝
次

郎
さ
ん
、
事

務
局
長
に
駒

井
高
之
が
就

任
し
ま
し
た
。

「
支
え
る

京
都
の
会
」

は
「
日
本
航

空
の
不
当
解

岡
県
共
闘
）
、
運
営
委
員
・

鈴
井
孝
雄
（
静
岡
平
和
セ
ン

タ
ー
）
、
平
口
暹
（
静
岡
中

部
地
区
労
）
で
す
。
（
Ｊ
Ａ

Ｌ
闘
争
を
支
え
る
静
岡
の
会

事
務
局
長

増
田
和
明
）

Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争
の
支
援
・
支

え
る
会
入
会
要
請
の
た
め
に

'11
年
11
月
と
12
月
に
北
海
道

と
四
国
に
会
員
拡
大
の
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
東
京
か
ら

全
労
協
の
金
澤
議
長
、
鈴
木

事
務
局
次
長
が
参
加
し
ま
し

た
。●

北
海
道
（
11
月
8
日
〜
10

日
・
14
日
〜
16
日
）

11
月
8
日

12
時
55
分
に
稚

内
空
港
に
到
着
。
元
国
労
稚
内

闘
争
団
の
丸
山
さ
ん
、
稚
内
市

議
会
議
員
の
藤
谷
さ
ん
に
出
迎

え
て
い
た
だ
き
、
闘
争
団
の
事

業
体
で
あ
る
ユ
ー
ズ
カ
ン
パ
ニ
ー

を
訪
問
。
そ
の
後
、
藤
谷
さ
ん

の
ご
案
内
で
、
稚
内
市
内
の
自

治
労
、
教
組
、
私
鉄
総
連
の
労

働
組
合
計
５
か
所
に
支
援
要
請

に
伺
い
ま
し
た
。

◆
１
月
11
日
・
18
日
・
25
日
（
水
）
12
時
30
分
〜

裁
判
所
へ
の
署
名
提
出
・
要
請
・

宣
伝
行
動

19
日
（
木
）
12
時
〜
13
時

有
楽
町
Ｊ
Ａ
Ｌ
プ
ラ
ザ
前
宣
伝
行
動

27
日
（
金
）
18
時
〜

大
宣
伝
行
動
（
都
内
６
カ
所
）

30
日
（
月
）
16
時
30
分
〜

日
航
本
社
前
宣
伝
・
要
請
行
動

◆
２
月
１
・
９
日
・
15
日
・
23
日
・
29
日

行
動
時
間
は
12
時
30
分
〜

裁
判
所
へ
の
署
名
提
出
・
要
請
・

宣
伝
行
動

17
日

大
宣
伝
行
動

18
時
〜

（
都
内
６
カ
所
）

◆
３
月
７
・
14
日

行
動
時
間
は
12
時
30
分
〜

裁
判
所
へ
の
署
名
提
出
・
要
請
・

宣
伝
行
動

９
日

大
宣
伝
行
動

18
時
〜

＊
時
間
等
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

今
後
の
予
定

京
都
・
静
岡
に

支
え
る
会
が
誕
生
！

支
え
る
会
拡
大
の

取
り
組
み
報
告
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き
ま
し
た
。
北
海
道
は
も
う
冬

で
す
。

11
月
9
日

引
き
続
き
藤
谷

さ
ん
の
ご
案
内
で
、
猿
払
村
、

浜
頓
別
町
の
各
労
働
組
合
で
要

請
。
浜
頓
別
で
元
国
労
紋
別
闘

争
団
の
清
野
団
長
に
引
き
継
が

れ
た
私
た
ち
は
、
紋
別
市
に
向

か
い
ま
し
た
。
紋
別
市
内
の
自

治
労
、
日
教
組
、
私
鉄
総
連
三

夜
は
ユ
ー
ズ
カ
ン
パ
ニ
ー
の

ガ
レ
ー
ジ
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
。
寒
い
か
ら
と
闘
争
団

員
の
奥
様
が
ご
自
分
の
防
寒
着

を
わ
ざ
わ
ざ
持
っ
て
き
て
く
だ

さ
り
、
も
こ
も
こ
に
な
り
な
が

ら
楽
し
い
ひ
と
時
を
す
ご
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
食
事
中

に
大
き
な
音
が
し
た
と
思
っ
た

ら
な
ん
と
大
き
な
霰
が
降
っ
て

案
内
で
、
私
鉄
総
連
、
民
間
労

組
、
民
主
党
に
要
請
を
行
い
ま

し
た
。

11
月
14
日

元
国
労
留
萌
闘

争
団
の
葛
西
団
長
の
ご
案
内
で
、

留
萌
市
内
の
自
治
労
、
日
教
組
、

労
働
金
庫
の
各
労
組
５
か
所
で

支
援
要
請
後
、
旭
川
ま
で
送
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

11
月
15
日

元
国
労
旭
川
闘

組
合
を
訪
問
後
北
見
へ
移
動
、

夜
は
元
北
見
闘
争
団
の
方
々
と

交
流
会
、
席
上
で
参
加
者
全
員

が
入
会
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

11
月
10
日

元
国
労
美
幌
闘

争
団
の
長
縄
団
長
の
ご
案
内
で

網
走
市
内
の
自
治
労
、
日
教
組
、

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
各
労
組
・

団
体
七
か
所
に
要
請
、
元
国
労

北
見
闘
争
団
の
前
北
さ
ん
の
ご
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争
団
の
後
藤
さ
ん
の
ご
案
内
で
、

旭
川
市
内
、
士
別
市
内
、
上
川

郡
の
自
治
労
、
私
鉄
総
連
、
日

教
組
、
平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
各
労
組
・
団
体
12
か
所
に
要

請
を
行
い
、
夜
は
旭
川
闘
争
団

の
方
々
と
交
流
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
、
16
日
は
富
良
野
市

内
の
自
治
労
２
か
所
に
要
請
し
、

帰
京
し
ま
し
た
。

北
海
道
で
の
会
員

拡
大
の
行
動
で
は
、

元
国
労
闘
争
団
の
方
々

が
ご
自
分
の
車
で
長

距
離
を
各
労
組
ま
わ

り
に
時
間
を
費
や
し

て
い
た
だ
き
本
当
に

お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。ど

ち
ら
の
組
合
、

団
体
も
自
分
の
組
合

や
地
域
労
働
運
動
で

お
世
話
に
な
っ
た
国

労
闘
争
団
の
紹
介
と

い
う
こ
と
で
、
要
請

の
た
め
の
時
間
を
取
っ

て
話
を
聞
い
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

国
労
の
大
き
さ
を

実
感
し
た
活
動
で

し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
の
理
不
尽
な

不
当
解
雇
の
狙
い
は
、

空
の
安
全
を
守
れ
、
労

働
者
の
雇
用
を
守
れ
な

ど
を
堂
々
と
要
求
す
る

組
合
へ
の
不
当
で
理
不

尽
な
攻
撃
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
「
整
理
解
雇

の
４
要
件
」
を
踏
み
に

じ
り

、
稲

盛

会
長

は

「
経
営
上
も
解
雇
す
る

必
要
は
な
か
っ
た
」
に

も
か
か
わ
ら
ず
解
雇
し

た
の
で
す
。

通
信
労
組
は
、
Ｊ
Ａ

Ｌ
の
不
当
解
雇
事
件
は
、

す
べ
て
の
労
働
者
へ
の

攻
撃
で
も
あ
り
、
会
社

の
い
い
な
り
に
な
ら
な

い
組
合
を
排
除
す
る
不

当
労
働
行
為
で
あ
り
許

す
こ
と
が
で
き
な
い
問

題
で
あ
り
、
自
ら
の
問

題
と
し
て
支
援
、
協
力

を
行
う
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。
「
自
ら
の
問
題
」

と
は
通
信
労
組
の
課
題

と
し
て
取
り
組
む
こ
と

で
あ
り
、
そ
れ
に
即
し

た
体
制
を
と
り
運
動
を

進
め
る
た
め
に
、
Ｊ
Ａ

Ｌ
問
題
担
当
に
中
央
副

執
行
委
員
長
を
配
置
し

担
当
者
を
補
強
し
て
取

り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。

解
雇
撤
回
バ
ッ
チ
は
、

す
べ
て
の
組
合
員
の
胸

に
（
目
標
500
個
）
、
原

告
団
の
生
活
や
た
た
か

う
財
政
の
確
立
を
支
え

る

た
め

の
会

員

拡
大

（
目
標
組
合
員
の
50
％

以
上
の
会
員
・
400

口
以

上
の
拡
大
）
、
一
審
が

裁
判
闘
争
で
一
番
重
要

と
し
て
署
名
（
４
０
０

０
筆
・
組
合
員
ひ
と
り

５
筆
）
の
結
集
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

取
り
組
み
に
あ
た
り

中
央
執
行
委
員
長
は
、

「
一
審
の
判
決
ま
で
の

期
間
が
最
も
重
要
な
時

期
」
「
原
告
団
は
、
11

月
〜
12
月
に
か
け
て
雇

用
保
険
が
切
ら
れ
、
今

後
の
生
活
確
保
の
た
め

の
財
政
基
盤
の
確
立
が

今
ま
さ
に
急
が
れ
て
お

り
ま
す
。
緊
急
課
題
と

し
て
全
支
部
及
び
全
組

合
員
に
取
り
組
み
へ
の

協
力
を
強
く
訴
え
る
も

の
で
す
。
」
と
訴
え
、

全
国
の
支
部
は
、
い
ま

会
員
拡
大
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
を
退
職
さ
れ
た
組

合
員
・
仲
間
に
も
訴
え
、

会
員
を
拡
大
し
て
い
ま

す
。
11
年
末
で
バ
ッ
チ

600
個
普
及
、
会
員
165
名

（
183
口
）
拡
大
と
進
ん

で
い
ま
す
。

全
国
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
「
支
え
る
会
」
拡

大
に
全
力
を
挙
げ
、
た

た
か
う
財
政
を
確
立
し
、

裁
判
勝
利
へ
と
も
に
歩

み
ま
し
ょ
う
。

通
信
産
業
労
働
組
合

顧
問

岩
崎

俊

会
員
拡
大
ガ
ン
バ
っ
て
い
ま
す
！

通
信
産
業
労
働
組
合
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私
鉄
総
連
の
12
労
組
に
支
援

要
請
を
行
い
、
夜
は
闘
争
団

の
支
え
る
会
の
方
々
と
交
流

を
行
い
ま
し
た
。

12
月
13
日

港
湾
ユ
ニ
オ

ン
セ
ン
タ
ー
河
村
さ
ん
と
中

野
さ
ん
の
ご
案
内
で
、
徳
島

市
内
の
自
治
労
、
私
鉄
総
連
、

教
組
、
港
湾
労
組
の
７
組
合

に
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

四
国
で
は
、
お
忙
し
い
中
、

山
崎
さ
ん
、
河
村
さ
ん
、
中

野
さ
ん
に
一
日
中
ご
案
内
い

た
だ
き
本
当
に
助
か
り
ま
し

た
。
中
野
さ
ん
は
今
後
も
四

国
に
在
住
し
地
域
の
労
働
運

動
に
か
か
わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
そ
う
で
す
。
共
闘
会
議
に

参
加
し
て
、
会
員
の
方
々
は

本
当
に
中
野
さ
ん
を
信
頼
し

応
援
し
て
き
た
人
た
ち
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
８
年
間
の
四

国
生
活
の
中
で
一
人
で
こ
の

よ
う
な
信
頼
関
係
を
築
き
上

げ
る
に
は
並
大
抵
の
努
力
で

は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。

私
た
ち
の
今
後
の
活
動
に

少
し
で
も
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

★

★

★

ま
だ
ま
だ
Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争
は

●
四

国

（
12
月
10
日
〜
13
日
）

12
月
10
〜
11
日

国
鉄
闘

争
支
援
四
国
共
闘
会
議
に
お

い
て
支
援
要
請
を
行
い
、
参

加
者
か
ら
16
件
の
入
会
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

四
国
の
国
鉄
闘
争
を
支
え

る
会
は
国
鉄
闘
争
セ
ン
タ
ー

四
国
に
移
行
し
、
セ
ン
タ
ー

は
Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争
の
支
援
も
し

て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

12
月
12
日

山
崎
自
治
労

高
知
県
本
部
書
記
長
、
元
国

労
北
見
闘
争
団
の
中
野
勇
人

さ
ん
の
ご
案
内
に
よ
り
、
高

知
市
内
の
自
治
労
、
日
教
組
、

最
優
先
の
Ｊ
Ａ
Ｌ
に
し
た
い
」

と
の
思
い
を
胸
に
、
客
室
乗
務

員
の
誇
り
と
尊
厳
を
か
け
活
動

し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
は
沢
山

の
絆
に
感
謝
感
激
で
し
た
。
フ

ラ
イ
ト
に
か
け
る
原
告
団
の
気

概
と
情
熱
は
日
毎
高
ま
る
ば
か

り
で
す
。
活
動
も
更
に
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
ま
す
。

支
え
る
会
事
務
局
長柚

木
康
子

（
東
京
都

品
川
出
身
）

昭
和
シ
ェ

ル
労
組
で
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40
年
余
の
労
使
紛
争
・
女
性
差

別
を
闘
い
'10
年
和
解
し
ま
し
た
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ヤ
ス
に
み

ち
た
女
性
差
別
裁
判
判
決
の
問

題
点
を
100
号
条
約
違
反
で
ILO
に

申
立
し
て
い
ま
す
。

均
等
待
遇
ア
ク
シ
ョ
ン
21
事

務
局
と
し
て
も
活
動
し
、
Ｃ
Ｅ

Ｄ
Ａ
Ｗ
へ
の
働
き
か
け
も
行
っ

て
い
ま
す
。
国
家
的
不
当
労
働

行
為
の
国
鉄
闘
争
と
同
根
の
Ｊ

Ａ
Ｌ
闘
争
に
是
非
勝
利
し
た
い
。

82
カ
所
の
取
り
組
み
に
参
加
し

ま
し
た
。

知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
痛

感
し
た
活
動
で
し
た
。
支
え

る
会
と
し
て
、
今
後
も
支
援

要
請
、
入
会
促
進
の
た
め
の

活
動
を
行
っ
て
い
く
予
定
で

す
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
裁
判
原
告
団
長

山
口
宏
弥

（
栃
木
県

鹿
沼
市
出

身
）
不
当

解
雇
か
ら

1
年
。
こ

の
1
年
ほ
ど
多
く
の
方
々
に

出
会
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
自
分
自
身
の
問
題
と
し

て
捉
え
、
沢
山
の
支
援
や
励

ま
し
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

全
て
の
労
働
組
合
が
労
働
者

の
た
め
に
連
帯
す
る
重
要
性

を
再
認
識
し
た
1
年
で
し
た
。

客
乗
裁
判
原
告
団
長

内

田

妙

子

（

大

阪

府

岸

和

田

出

身
）

「
安
全

12
月
原
告
団
の
活
動

賛
同
人
の
方
々

（
先
月
号
掲
載
以
降
の
追
加
）

石
井
将
（
弁
護
士
）
・
岩
井
忠
熊

（
立
命
館
大
学
名
誉
教
授
）
・
上

柳
敏
郎
（
弁
護
士
）
・
梅
田
康
夫

（
金
沢
大
学
教
員
）
・
大
和
田
敢

太
（
滋
賀
大
学
教
授
）
・

緒
方

桂
子
（
広
島
大
学
教
授
）
・
片
岡

曻
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）
・
佐
々

木
亮
（
弁
護
士
・
日
本
労
働
弁
護

団
事
務
局
長
）
・
高
木
紘
一
（
山

形
大
学
名
誉
教
授
）
・
徳
住
堅
治

（
弁
護
士
）
・
豊
川
義
明
（
弁
護

士
・
関
学
法
科
大
学
院
）
・
中
田

正
道
（
監
督
署
OB
）
・
萩
尾
健
太

（
弁
護
士
）
・
濱
畑
芳
和
（
立
正

大
学
社
会
福
祉
学
部
講
師
）
・
山

本
純
嗣
（
医
師
）
・
吉
田
美
喜

夫
（
立
命
館
大
学
法
科
学
院
教

授
）
・
米
津
孝
司
（
労
働
法
学

者
）
・
萬
井
隆
令
（
龍
谷
大
学

名
誉
教
授
）
（
敬
称
略
・
50
音

順
。
1
月
12
日
現
在
177
名
）

＊
訂
正
：
先
月
号
の
記
載
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

石
川
実
吉
↓
石
川
勇
吉
。

浜
田
章
作
（
日
本
労
働
法
学
会

会
員
・
元
鳥
取
短
大
助
教
授
）

↓
鳥
取
県
革
新
懇
代
表
世
話
人

を
追
加
。

渡
辺
勝
義
（
詩
人
・
鳥
取
県
革

新
懇
代
表
世
話
人
）
↓
鳥
取
県

革
新
懇
代
表
世
話
人
を
削
除
。

原
告
団
・
事
務
局
紹
介


